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生徒達が新聞 とのつき合い方を知 り

新聞に親 しむための指導はどうあった らよいか

長野県長野市立北部中学校教諭 申偉昭雄

1.実践の内容, 研究テーマなど

本校のNIEは指定2年目を迎えた｡研究

の内容については,昨年度の実践研究をふま

え,引き続き ｢日常の実践に生きる教育現場

-の新聞の活用法｣に焦点を当てて研究を進

めてきた｡

私たちは,情報化社会の中に生きる生徒た

ちに,情報とのつき合い方を学んで欲 しいと

願っている｡ また,とかく身辺的,私的な面

ばかりに目が向きがちで,視野狭窄に陥いり

がちな生徒たちに,社会的,公的な領域にま

で関心を広げ,視野を広げていって欲 しいと

願っている｡ そうした願いを実現するための

教材として新聞は優れており,これまでも同

僚の教師たちは新聞記事の学級通信-の転載

や道徳資料や社会科資料としての利用など,

いろいろな形で活用 してきているのだが,昨

年度より2年間のNIE研究の指定を受け,

新聞の学校教育-の活用を少 し自覚的に研究

してきた｡

私たちは,生徒たちが ｢中学を卒業したら

新聞を読めるようになる｣ようにと願って,

これまでも社会科などで指導 してきた｡ しか
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し,現実の生徒たちの実態を見ると,中学 3

年生でも新聞とのつき合いは実に不十分なも

のであると言わざるを得ない｡ すなわち,チ

レビ番組寛はほとんどの生徒が毎日見ている

し,スポーツ欄と4コマ漫画にも多くの生徒

が目を向けており,社会面に目を通す生徒も

多少はいるが,その他の紙面に目を向けてい

るのはわずかな生徒にすぎない｡従って,そ

もそも新聞にどのような情報が載っており,

どのような紙面構成になっているかなど,節

聞に関する基本的な事柄についてはほとんど

知らないでいるのが,現在の中学生 (本校生

荏)の実態である｡

こうした生徒の実態に鑑み,まず, ｢新聞

にはどのような情報が載っているのか｣ ｢紙

面の構成はどうなっているのか｣などの基本

的な知識を与え, ｢どこからでもいいから新

聞を読んでみる｣ ｢1日1回は新聞を広げる

という習慣が付くようになる｣ということを

ねらいにして,実践 ･研究を進めてきた｡

｢新聞に載っている情報の吟味｣とか ｢新聞

各紙の記事の比較｣というような面について

は,折 りにふれて取り上げはしたものの,力



点はあくまで,生徒達が日常的に新聞に親 し

み,教師が日常の指導に生かせる新聞の活用

のしかたの研究ということに置いている｡ 2

年限りの特別な実践でなく,今後の教育活動

に継続 して取り入れていけるような無理のな

い実践にしたいと考え,研究を行ってきたO

2さ新聞の置き場所と整理の芳汲

新聞は職員室に置き,必要なクラスや生徒

が取りに来るようにしたCその際,実践学級

をローテーションするなど,届けられる新聞

の数と必要数との調整を行ったC,また日曜日

の分や残部を保存しておき,一学級全体に一

斉指導する際に利用したO

新聞記事の学級掲示は,室内の掲示板と廊

下 の掲示板を利用して,なるべく多くの者の

目にふれるような位置を考えさせ,掲示させ

た,J

生徒会による新聞紙面の掲示は,全校生徒

の目に触れるよう,生徒昇降口の廊下に机を

置き,新聞の紙面を広げた上に透明のビニー

ルシ- トを置くという形をとったO

<学年集会のフリー トーキングで

オリンピックの感動を語る生徒達>

-9-

二主 対象学葦 と教科 :領域

恒 教針転嫁< 実 践 の 概 略

1 社会 テーマに沿つての記事集 めと
壁新聞づ くりo

1 社会 ｢わた しの注 目したこの記
事｣の掲示 ○

1 国語 テーマを決 めての新聞作 り○

2 開活裁 ｢私の選んだこの記事｣ の学
級掲示 O

2 学針道徳 資料-の利用,学級通信 な ど
-の活用○

3 選択社会 新聞を利用 して現代の社会事
象 について考える○

坐 社会 テス ト-の時事問題 (新聞記
事活用問題)導入 〇

坐 国 語 新 聞切 り抜 きノー ト作 り○

坐 生徒会活動 全校対象に新聞記事 (紙面)
の紹介O

教銅:チ ｢N ⅠE forTEACHERS｣

射 実践の内容 (実践事例)

(1)生徒会と2学年 特別活動での実践

概 要 :本年度は長野オリンピック ｡パラリ

ンピックが開催 され , 地元長野市は大変な盛

り上がりを見せた｡オリンピック ｡パラリン

ピックの開催に合わせて生徒会による新聞紙

面の紹介を行い,オリンピックを一つのきっ

かけに,オリンピック関連記事を中心に新陳

に親 しむ指導を試みた｡そして, ｢オ リンピ

ック ･パラリンピックの感動｣をテーマにフ

リー トーキングを行ったC

展 開 :

① 2学年による生徒会の引継に合わせて,12

月から生徒会書記局の活動として, 毎 日, 節

聞 2紙の紙面を生徒昇降口前の廊下に掲示す

る活動を始めた｡担当生徒の選択にもよるが,

多くの場合は第 1面を掲示するようにした｡



②長野オリンピック ｡パラリンピックが開催

される頃になると,第一面の記事にオリンピ

ック関連記事が増え,信濃毎日新聞は最終面

もオリンピック関連記事の紙面になった,Jそ

うした紙面を掲示するようになり,オリンピ

ック関連の記事が見られるようになると,立

ち止まって新聞記事を読む生徒達の姿も増え

てきたOパラリンピックの開催時にも同様に

した｡

③オリンピック,パラリンピックが終了した

徳,2学年では集会を持ち, ｢オリンピック

の感動｣ ｢パラリンピックの感動｣をテーマ

にフリー トーキングを行ったC.実際に開閉祭

式や競技を見学に行った感想や競技者に寄せ

た感想が多く出されたが,中には新聞などの

情報をもとにいろいろと考えた感想も出され,

新聞掲示の効果と思われる姿も見られた,.

(2)3学年 選択社会での実践

概 要 :3学年の選択教科社会科の ｢現代社

会｣講座では,新聞を用いながら現代の社会

事象を取 り上げ,社会認識を深めることをね

らっている｡今回は臓器移植法を取 り上げ,

討論を行った実践を取り上げた｡

展 開 :

①<事前指導>家庭で新聞の切 り抜きを行い,

感想をまとめてくるC.

②<本時の流れ>

｡記事を読み合わせ,記事の内容をつかむo

T :感想を発表 して｡

S:亡くなった人の心臓や腎臓などによっ

て他の人が助かるのは良いと思 う,3

S:臓器移植 しか助かる方法のない人にと
っては,うれ しい法律だと思 う∫⊃

S:臓器を提供してもらえる人にとっては
いいかもしれないけど,提供する立場の事

･も考えると,なんか変な感 じ｡抵抗を感 じ

る｡

T :臓器がまだ機能している"脳死"の状魔

で,臓器を移植 しなければならないんだね｡

S:脳死を人の死としていいのか迷 う,J脳
の機能が停止 しても,まだ心臓は動いてい

るのだから｡

S:どうもすっきりしない｡心臓が動いて
いて,体にぬくもりがあるなら,死んでい

るとは言えないような気がするLI

S:私は自分の家族が脳死になったとした
ら,提供に賛成はできないL,,

T :脳死の判定が問題になっています｡複数

の医師が脳死を判定し,移植にあたっては,

本人の意思か家族の同意が必要と条件を付け

ています｡そして,臓器移植を待つ人たちに

とってはようやく道が開かれると書いてあり

ますrJ

S:医師の判断が重要になると思う｡ 医者

は患者を助けたい から,脳死の人も移植を

待つ人も両方助けたいと迷う｡

S :以前,日本で心臓移植をした医師が殺

人罪で訴えられたことがあると書いてあっ

た,J医師も判断が難しいし,慎重になると

思う｡

(3)3学年 道徳での実践

概 要 :少し以前のものではあるが,ある新

聞に資料 1のような記事が掲載された｡学校

におけるルールの受け止めについて,生徒の

側と教師の側とではだいぶずれが生まれてき

ていることが,い くつかの新聞記事で指摘さ

れている.,学校におけるル-ルや教師の指導

には禁止事項が多いOこれには理由があるの

だが,それらが彼らの中で納得のいく受け止

めがなされていないとしたら,効果のない指

導を繰 り返すことになるだろうC.

そこで,生徒と親の双方にアンケー トをと

り,親の考え方を聞きながら,自分の生き方

の基準を考え直すきっかけを作りたいと考え,

｢親子で考える中学生の道徳｣ と題 して,参

観 日に授業を行った｡

展 開 :
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(むく事前指導>

生徒と親め双方に ｢中学生として これはい

けない いや悪くない｣というタイ トルでア

ンケー ト (アンケー ト項目は新聞記事をもと

に作成)を実施 した｡その際,そう考える理

由もできるだけ書かせた｡回収したアンケー

トを集計してグラフ化 し,生徒と親の意識の

違いを分析 した｡グラフはTPにして,OHPで

示せるようにした｡

②<授業の概略>

T :今 日は先日答えてもらったアンケー トに

基づいて,人間の行為 ｡行動の基準について

考えよう｡

T :親子で意識が共通の項目と,だいぶ受け

止め違 う項目があったO 共通していけないこ

とだと思っているのはこれらです (万引き,

自転車や傘を黙って使 う,学校でたばこを吸

うなど)｡ これらがいけないと言う理由は?

S:人に迷惑がかかる｡
S :理由なんて要らない｡人として当然｡

S :自分がされて,いやな思いをした｡

T :みんなの意識が健全で安心しました｡人

間には,人に迷惑をかけるようなことはして

はいけないという大事な行動の基準があるん

だね (第一の基準,"人に迷惑をかけない,

人間として当たり前"を押さえる)0

T :親はいけないと考えるが,生徒は良いと

考える傾向が強かった項目はこれらです (ど

アスを付ける,漫画を学校に持ってくる,衣

達にものを貸 してお金を取る,教科書を学校

に置いていく)｡ 良いと思う人は理由を出し

て｡

S:人に迷惑をかけるわけではない.｡
S:個人の自由だ｡
T :良くないと考える人は?

S:学校は勉強するところだから漫画やピ
アスは必要ない｡

P:友達にものを貸してお金を取るなど,

中学生としてやるべき事ではない｡

T :人に迷惑をかけなければいいという考え

もありますが, ｢中学生として｣とか ｢学校

では｣というように,立場や場面に応 じた考

えが必要だという意見がたくさん出されまし

-ll-

た｡ ｢中学生らしく｣という言い方に反発を

感 じたり,それはどういうことなのかと思っ

ている人もいますが,同じ事をあなた方も周

りに要求していますね｡教師のくせに,親な

のに,大人なのに,一年生のくせに,などと

いうように｡それぞれの立場や場面を考えた

振る舞いはどうあればいいのかということは

考える必要がありそうです (行動の第二基準,

"立場や場面を考える"を押さえる)0

T :靴の瞳をつぶして履くなんていうのも,

親子でかなり意見が分かれています｡ 良くな

いと考える人,理由を挙げて下さい｡

P:靴が傷む｡

S:だらしないというか,みっともないと
思う｡

T :こういう感 じ方,考え方は人間にとって

とても大事だと思います｡だらしない行動や

みっともない行為を慎むと言うこと｡ より良

いものは何か,より望ましいのはどういうこ

とかを考えているのですね｡今回のアンケー

トの中にはこうした項目は挙げられていませ

んが,よりよいものを目指すという価値基準

をどれだけ持てるかがあなた達にとって大事

です｡家でお父さんやお母さんに,みっとも

ないとか,だらしないとか,良くいわれると

言う人,手を挙げて｡ありがたいことだね｡

そういわれたことの大事さが,やがて分かる

だろうと思います (行動の第三基準,"より

望ましいあり方を考える"を押さえる)0

T :今 日は人間の行為の基準について考えて

きました｡自分の基準をもう一度見直してみ

よう｡ 自分の生き方が良く現れているはずで

す｡また,自分のお父さんやお母さんに言わ

れる小言のありがたさが分かるときがやがて

来ます｡ うるさいと思っても,半分の耳で聞

いておきましょう｡

(4)教師向け新聞切り抜き情報の発行

概 要 :職員も多忙な生活を送っており,節

聞に目を通す余裕を持ち得ないような状況が

ある｡ そこで ｢NIE forTEACHERS｣という

新聞切 り抜き情報を発行し,教育に関わり先

生方に知ってもらいたい情報,生徒を取り巻

くの状況Oj把握に役立っ情報の提供を行った｡



情報を読んだ職員が職員室で話題にしてくれ

る事もあり,自己満足の活動ではあるがそれ

なりに意義があったと思っている｡ (資料 2

参照)

以下は昨年度来の実践

(5)1学年 社会科での実践

概 要 ;自分のテーマを決め,テーマに関連

した新聞記事を収集 していき,それらを利用

した壁新聞を作り,発表する｡ 自分の関心の

あるテーマについての情報を集めたり,情報

の再構成をして見るなどの情報活用能力を高

めるたり,そのことを通 して新聞に親 しむこ

とをねらいとしている｡

展 開 ;

①新聞を持ち込み,新聞を読む｡新聞の紙面

構成なゼについて説明する｡興味を持った記

事を切 り抜き,感想を書き,紹介 し合 う｡

②自分が興味を持って追究したいテーマを決

める｡

③テーマに関連 した新聞記事を収集する｡

④収集 した新聞記事を利用して,テーマにつ

いて壁新聞にまとめ,発表する｡

生徒たちの追究したテーマ ; ｢いじめをなく

せるか｣ ｢環境問題を考える｣など

(6)全学年 社会科での実践

概 要 ;毎日のニュースに目を向けさせ,社

会的な関心を高めることをねらいとして,吹

のような活動を行 う｡ (∋1日の新聞から二つ

の新聞記事を選び,それをラインマーカーで

囲み, ｢この記事に注目｣ というプリン トを

貼付し,掲示板に掲示する｡ ②定期テス トに

新聞記事を利用 した問題を導入する｡

展 開 ;

①新聞を持ち込み,新聞を読む｡新聞の紙面

構成などについて説明する｡ 興味を持った記

事を切 り抜き,感想を書き,紹介 し合 う｡

②当番の周 り順を決め,-週間交代で担当者

が毎日新聞を読み,注目した記事を掲示する｡

③紹介されている新聞記事について教科担任

ができるだけ授業で取 り上げるようにする｡

④定期テス トには必ず-つは新聞記事を利用

した問題を取り入れる｡

(7)1学年 学級活動での実践

概 要 ;新聞の投書欄を読み,一つを選び感

想を書き,発表する｡ また,新聞-の投書原

稿を自分で書き,実際に投書する｡こうした

活動を通じて,新聞に親 しむとともに,自分

の意見を形成 し,それを表現する力を付ける

ことをねらう｡

展 開 ;

①新聞を持ち込み,新聞を読む｡新聞の紙面

構成などについて説明する｡ 興味を持った記

事を切り抜き,感想を書き,紹介 し合 う｡

②新聞の切 り抜きを投書欄に絞 り,投書の内

容に対して感想を書き,発表する｡

③投書原稿を自分で書き,実際に投書するO

④友達の投書の採用を喜ぶ｡

埠,実践の感想と今後の課題

教育-の新聞の活用については以前から興

味を感じており,実践 ｡研究の機会を与えて

いただいたことは,ありがたいことであったC

今後も教育実践の中に新聞を利用した学習場

面をつくっていくための大きなステップとす

ることができたo

生きた情報源である新聞は,生徒達にとっ

て,学習の貴重な資料となりうる｡ それは,

一つには,タイムリーな情報提供ができ,坐

徒達にとっては興味深い情報に接することが

できるということ,二つには,情報が多様な

内容を含んでお り,どの生徒もその多様な情

報のどこかに接点が持てるためである｡ その

ためか,おおむねどの生徒も取り組みは割合

意欲的であり,切 り抜きの活動なども積極的

に行っていた｡また,学習を続けるうちに,

新聞と按することが特別なことではなくな り,

自然に接することができるようになってきたO

ただし,新聞を利用した学習の場面をつ く

ろうとすると,通常の授業のカリキュラムに

加えて指導の時間が必要となることも多いた

め,その時間をどう生み出すかが問題になる｡

また,効率的な指導を行 うためには,基礎

的な事柄については,ある程度,指導の内容

や方法のマニュアル化が必要かとも思われる｡

それを発展させていくのはアイデア次第であ

り,教科の枠を越え,無限の可能性があると

思われる｡
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∧ 塘 華 2 > ｢ N I E f o r T E A C f J E R S J a ) 澄

豊 住 ん で い た こ ろ ､ お

蔓 か ら 顔 役 連 署 受 け

｣ が あ り ま す ｡ 私 の 手 の

j JA ) く は れ 上 が っ て い る

見 て ､ 先 生 が 言 い ま し

拳 を や め な さ い ｡ さ も

違 ､ お 茶 を や め な さ

… を 聞 い て ､ 私 は ほ っ と

～ め 魚 を つ き ま し た ｡ 頒

こ て 始 め た ば か り の 垂

) た が ､ こ れ ほ ど 痛 み を

) の だ と は 知 ら な か っ た

㌔ お か げ で ､ 訓 練 に 耐

な い か ら だ と 言 わ れ ず

る ､ 良 い 口 実 が で き ま

一､ ち ょ っ と い や な 気 分

し た O お 茶 の お け い こ

こ も 関 係 の な い こ と

安 が 口 出 し し た か ら で

謹 厳 近 に な っ て や っ

と ､ 日 本 人 に と っ て は 物 撃 を

全 体 的 に と ら え る こ と は ご く

自 然 な 撃 見 方 な の だ ､ と い う

こ と が 理 解 で き る よ う に な り

ま し た ｡

ア メ リ カ 人 が 物 事 を 個 々 の

部 分 に 分 け て 見 る の と 適 っ

て ､ 日 本 人 は 何 で も 関 連 づ け

て 見 よ う と し ま す ｡ こ れ は 私

に は と て も 新 鮮 な も の の 見 方

桐 谷 エ リ ザ ベ ス

で す ｡ 繍 分 化 や 専 門 化 は ､ 電

子 時 代 に 生 ま れ た 新 し い も の

の 考 え 方 だ と 言 わ れ て い ま

す ｡ そ れ は 包 括 的 な も の の 見

方 が 基 本 で あ る ､ 伝 統 的 な 文

化 か ら の 決 別 で す ｡ し か し ､

日 本 で は ま だ 1 般 化 し て は い

ま せ ん ｡

例 え ば ､ 日 本 の 企 業 は 専 門

家 を 雇 う よ り も ､ 従 業 員 に 職

場 を あ ち こ ち 移 動 さ せ て ､ い

ろ い ろ な こ と を 学 ば せ ま す ｡

i つ の 部 門 に し か 通 用 し な い

使 い 捨 て の 部 品 の よ う に な る

よ り も ､ 企 業 に つ い て の 包 括

的 な 知 識 を 深 め て い く よ う に

教 育 す る の で す ｡

ま た ､ 日 本 の 学 校 で は ､ 朝

の あ い さ つ や 放 課 後 の 掃 除 は

勉 強 と 同 じ よ う に 大 切 な こ と

で す ｡ 多 く の 西 洋 人 は ､ 学 校

が 滑 掃 業 者 を 雇 わ ず に ､ 子 ど

も た ち に 掃 除 券 さ せ て い る の

を 見 て 衝 き ま す O し か し ､ 掃

除 も あ い さ っ も ､ ご く 自 然

に ､ 欠 か す こ と の で き な い 学

校 生 活 の 7 都 に な っ て い る の

で す ｡ 私 は 今 で は ､ これ は 生

活 全 体 を 大 切 に す る こ と を 教

え る の に ､ と て も 優 れ た や り

｢ 払 た ち は 料 理 を 習

い に 来 た の よ ｡ 掃 除 の

仕 方 を 教 わ り に 来 た ん

じ ゃ な い わ ｣

た い て い の 日 本 人

は ､ 料 理 を 単 に 切 っ た

り 揚 げ た り 焼 い た り と

い う ､ 個 々 の プ ロ セ ス

と し て ば 見 て い ま せ

ん O 興 物 か ら 始 ま っ て

後 片 付 け ま で 圭 己 む ､

全 体 と し て 見 て い る の

で す ｡ ア メ リ カ 人 と 連

エ 轟 芸 患 っ て い ま す O

私 の 主 人 は イ タ リ ア に 一 年

間 住 ん で い た と き ､ イ タ リ ア

語 が 上 達 ず る よ う に 料 理 学 校

に 通 っ て い ま し た ｡ ヨ ～ ロ ッ

パ の 女 性 は 料 理 は 上 手 で し た

が ､ ク ラ ス が 終 わ る と ､ ナ イ

主 二 ､ 喜 子 貢 喜 f

フ や ス プ ー ン や 山 の よ う な 野

菜 く ず な ど を ､ そ こ い ら 中 に

残 し た ま ま 帰 っ て 行 き ま し

た ｡ 主 人 は し か た な く ､ 7 人

で 皿 克 っ た り ､ 先 生 の 後 片

付 け 掌 伝 っ た り し た の で す

が ､ 女 性 た ち の 行 動 に は び っ

く り し た 号 つ で す ｡

と こ ろ が ､ 当 の 彼 女 た ち は

彼 に こ う 言 っ た の で す ｡

っ て ､ 買 物 や 皿 洗 い は 料 理 と

は 別 の も の と は 尊 兄 て い ま せ

ん ｡
お そ ら く ､ そ れ を 良 い 口 実

に し て 日 本 人 .9 ご 主 人 た ち

は 弼 物 や 皿 洗 い や ご み 捨 て な

ど の 仕 率 か ら ､ い と / j j に

逃 れ る こ と が で 孝 心 L L ょ

う o ( エ ッ セ イ ス ト ､ 絵 と 翻

訳 は 桐 谷 速 夫 )
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禁 的 厩 藍 評 価 ｡ 面 談 晋 成 績

栃 木 県 戊 沼 市 の 市 立 東

中 学 校 ( 鈴 木 節 也 校 長 ､ 生

徒 数 七 百 三 十 1 人 ) は ニ

十 四 日 ま で に ､ 新 年 度 か り

中 間 と 期 末 の 定 期 テ ス ト

を 全 面 的 に 廃 止 す る 方 針

を 固 め た O 三 月 に 正 式 決 定

す る ｡
文 部 省 中 学 校 課 に よ る

と ､ ｢ 生 徒 の 評 価 方 法 は 校

長 の 裁 鹿 に ゆ だ ね ら れ て い

る が ､ 定 期 テ ス ト の 廃 止 は

公 立 中 学 で ほ か に 聞 い た

こ と が な い ｣ と し て い る ｡

今 後 の 評 価 方 法 は ① 生 徒

自 身 で 学 習 日 額 を 立 て 達

成 度 に 応 じ て 自 己 評 価 す る

② 生 徒 と の 面 軟 を 通 じ て 数

的 が 評 価 す 呑 小 テ ス ト を

実 施 し で 痩 兼 の 基 礎 的 な 理

解 定 義 敬 す る - こ と な ど

券 考 え て い る と い う ｡

昨 年 四 月 な り ､ 既 に 乗 術

や 保 健 体 育 な ど の 四 教 科 で

定 野 ア ス ト を 全 廃 し て お

り ､ 新 年 度 か i l 英 階 な ど の

五 教 科 に つ い て も 実 施 対 象

を 広 げ る ｡

定 琴 ア ス ト )ご と に 順 位 と

点 数 を 妃 乾 し た テ ス ト 通

知 表 の 配 布 も 廃 止 す る . 将

来 的 に は 通 知 表 で の 数 字

に よ る 評 価 を ､ 生 徒 が 設 定

し た 目 標 に 対 す る 遵 成 定

痩
身

I/
9
.
ユ
･
エ
ム
(朝
)
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監 最 下義 持 提 督 第 号 壷 皇 月 書

鼻 文 勢 で 表 現 す る 方 式 に 切

り 番 え て い 憂 い と し て い

る ｡
鈴 木 校 長 は F 鰯 争 王 観 に

陥 る と 投 薬 か り 落 ち こ ぼ れ

る 人 間 が 出 て 保 健 室 登 校

な ど の 間 髄 を 生 む ｡ 定 期 テ

ス ト を 廃 止 し て 個 人 の 能 力

に 応 じ た 評 価 を す る こ と

で 勉 強 に 対 す る 横 棲 性 を

育 て ､ 結 果 的 に は 受 験 対 康

に も な る ｣ と 理 由 を 話 し で

い る ｡
一 九 九 六 年 欝 り 校 内 で

枚 始 を 開 始 ､ 九 七 年 度 に

入 っ て 保 謙 著 と の 懇 談 会

を 畳 ね ､ 理 解 を 求 め て き

た ｡ 保 雄 著 側 か り は ｢ 内 申

点 は ど う 評 価 す る の か ｣

と い う 声 卓 ､ あ る が ､ 基 本 的

な 了 解 は 得 ら れ て い る と い

う ｡
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<資料 1>1995/05/08の朝 日新聞朝刊か ら

靴
の
か
か
と
を
つ
ぶ
し
て

履
く
O
そ
れ
は
若
い
こ
と
な

の
か
ど
う
か

-
～
教
師
が

｢も
ち
ろ
ん
良
く
な
い
｣
と

考
え
る
行
動
を
､
生
徒
の
多

く
は
悪
い
と
思

っ
て
い
な

い
｡
そ
ん
な
感
覚
の
ズ
レ
を

示
す
憲
識
調
査
を
､
東
京
都

東
京
の
中
学

意
識
調
査

中
央
区
立
中
学
校
の
生
徒
指

導
主
任
の
先
生
た
ち
が
ま
と

め
た
O
教
師
の
目
に
は

1
般

的
に

｢悪
い
｣
行
為
と
映
る

十
五
項
目
に
つ
い
て
生
徒
の

底
生
徒
◎
撃
鎗
隠
逸
｢◎
銘
｣

蓬

姦

腰
墓

漂

考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
､
九

…

項
目
は
三
割
以
上
の
生
徒
が

…

遠

く
な
い
｣
と
答
え
た
二

質
問
し
た
十
五
雷

は
､
ベ

テ
ラ
ン
で
あ
る
生
島

導
主
任

か
ら
見
れ
ば
､
い
ず
れ
も

｢中

学
生
と
し
て
ぼ
め
ら
れ
る
行
為

で
は
な
い
L
o

と
こ
ろ
が
､

｢教
科
番
を
学

校
に
奮
い
て
い
く
｣

(
七
〇

%
)
､

｢
か
ば
ん
に
シ
ー
ル

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る
｣

(
六
五
%
)
､

｢靴
の
か
か

と
を
つ
ぶ
す
｣

(
五
五
%
)

の
三
項
目
は

｢
悪
く
な
い
｣

と
い
う
生
徒
が
多
数
を
占
め

た

｡
｢他
人
の
自
転
車
を
黙
っ
て

乗
る
｣

｢万
引
き
｣
な
ど
は
さ

す
が
に
大
半
が
青
い
と
し
て
お

り
､
学
年
に
よ
る
差
も
小
さ
か

っ
た
.
一
方
､

｢学
校
に
お
菓

子
を
持
っ
て
来
る
｣
の
は

｢悪

く
な
い
｣
と
答
え
た
子
が
一
年

生
で
は
二
六
%
な
の
に
､
三
年

生
は
四
一
%
｡

｢用
も
な
い
の

に
保
健
室
に
い
る
｣
も
､
一
年

生
の
二
八
%
か
ら
三
年
生
四
二

%
と
急
増
し
て
い
る
｡
全
般
的

に

｢な
ぜ
悪
い
の
か
｣
の
説
明

を
生
徒
が
納
得
し
き
れ
な
い
も

の
ほ
ど
､
学
年
が
遷
む
に
つ
れ

て
反
発
が
広
が
る
傾
向
が
見
え

た
｡

｢
保
健
室
｣
に
つ
い
て

は
､
教
員
仲
間
で
あ
る
養
凍
教

諭
か
ら
も
異
議
が
出
た
と
い

う
｡

｢ご
く
普
通
の
中
学
生
が
何

か
へ
ン
だ
O
大
き
な
問
題
を
起

こ
す
わ
け
で
は
な
い
｡
で
も
､

注
意
し
て
も
き
か
な
い
｡
今
ま

で
の
指
導
が
通
じ
な
く
な
っ
て

き
た
｣
二
㌧
三
年
前
か
ら
強
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ん
な

困
惑
を
､
中
央
区
の
全
区
立
申

(四
校
)
の
生
徒
指
串
主
任
が

話
し
合
う
な
か
で
､
生
徒
た
ち

の
寧

探
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
｡

生
徒
と
認
織
が
適
う
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
十
五
項
目

を
考
え
､
昨
年
十
1
月
に
､

｢中
学
生
が
す
る
こ
と
と
し

て
､
悪
い
こ
とだ
と
思
い
ま
す

か
｣
と
､
各
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
｡
生
徒
の
約
七
割
に

あ

た
る
千
五
百
八
人
が
回
答

し

た
｡全
体
世
話

人を
務
め
た
銀
座

中
学
の
鈴
木

一郎
教
翰
(雷
)

は
､
｢生
徒
たち
の
普
段
の
姿

か
ら
お
お
よ
そ
の
予
測
は
つ
い

中学生として
悪いこと/憲 くないことi

教科番を学校に濃いていく

かばんにシールやアクセサ
リーをつける

靴のかかとをつぶしてはく

学校にマンガを持っていく

ピ ア ス を つ け る

髪を染めたリパーマをかける

学校にお菓子を持ってくる

岡もないのに保健室にいる

家 で 酒 を 飲 む

友達に物を鈴すとき金をとる

家 で た ば こ を 吸 う

他人の食を射 って使う

他人の自転草を黙って乗る

学校 で た ば こ を吸 う

万 引 き を す る

O(96)20 40 60

て
い
た
が
､
数
字
が
出
て
､
こ

こ
ま
で
き
た
か
と
改
め
て
思
っ

た
.
頭
か
ら
悪
い
と
言
っ
て

も
､
も
う
通
庸
し
な
い
｡
な
ぜ

兄 い し 惑
直 Oて い

芸 嘉 島二等

享 ≡ 主…享
と ト ら 祝
い を な 明

う
｡今
年
度
は
教
師
が
こ
の
結
果

を
ど
う
受
け
と
め
て
い
く
か
､

継
続
調
査
す
る
予
定
だ
｡

も

っ
と
子
供
を
信
頼
』
苛

深
谷
昌
志
｡
静
岡
大
教
授
の

誇

先
生
と
子
ど
も
の
規
範
感

覚
の
差
は
､
近
年

1
層
開
い

た
｡
学
校
の
変
化
の
速
度
が
遅
･(

ず
ざ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
o′
校
内
一

で
し
か
通
用
し
な
い
規
範
を
押

し
っ
け
て
も
､
賢
い
子
は
形
だ

丁
を
作
る
こ
と
に
な
る
二
二
/

リ
カ
の
学
校
は
､
人
に
迷
慾
を

か
け
る
行
為
に
は
厳
し
い
｡

が
､
ピ
ア
ス
の
是
非
を
議
論
は

す
る
が
､
最
終
的
に
は
本
人
の

問
題
と
み
る
.
目
茶
の
中
学
は

｢前
非
行
｣
と
さ
れ
る
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
広
い
｡
も
っ
と
子
ど

も
た
ち
を
信
頼
し
て
大
丈
夫

と
が
で
き
れ
ば
､
学
校
再
生
の

芽
に
な
る
と
思
う
O




